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　新春のお慶びを申し上げます。
　総務大臣に就任以来5カ月の間、地域の現場に足を運び、
地域の実情を伺うとともに、住民・消費者の皆様の視点を
大事にしながら、国民の皆様の生活に密接に関わる幅広
い総務行政に、精一杯取り組んでまいりました。
　我が国が成熟期に入り、今後ますます人口減少が進んでいく
ことが見込まれる中で、性別や世代を超えて、全ての人 が々支え
合う持続可能な社会を構築することは、極めて重要な課題です。
　成熟した国家には、豊富な知恵や経験の蓄積があります。
総務省にも、所管する幅広い行政分野において施策を進める
中で、これまで積み重ねてきた、様 な々データや技術、知見の
蓄積があります。こうした資源を活用しながら、人 が々力を合わ
せて幸せに暮らしていける、「落ち着いて、やさしく、持続可能
な社会」の実現に向けて、本年も全力で取り組んでまいります。
　地域の再生を図る鍵は、「多様性（ダイバーシティ）」「包
摂（インクルージョン）」「持続可能性（サステナビリティ）」
であると考えています。総務省の施策においても、こうし
た視点を重視して取組を進めます。
〈世界最高水準のICT環境の整備〉

　ICTは、人・モノ・データなどのあらゆる資源を結びつけ
ることにより、新たな付加価値を生み出す「切り札」です。
　国民生活の隅 ま々で浸透し、あらゆる社会・経済活動に必
要不可欠な基盤となっているICTの効用を最大限に引き出す
ため、サイバーセキュリティの確保、ICT基盤の一層の高度化、
ICTの徹底的な利用促進を「三位一体」で取り組むことにより、

「社会全体のICT化」を推進します。その羅針盤として、人口
減少・高齢化が一層進む2030年代以降を展望しつつ、日本の

「未来」をつくる新たな情報通信政策のビジョンを策定します。
　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け
て、第五世代移動通信システムの導入、本年12月から開始

される新4K8K衛星放送など高度な映像配信の推進、多言
語音声翻訳システムの更なる研究開発、あらゆる車がネッ
トワークに繋がる社会の実現など、世界最高水準のICT環
境の整備に取り組みます。
　利用者がスマートフォンの通信サービスによる利便性を
享受するためには、多様なサービスが低廉な料金で提供さ
れることが重要です。そのために、MVNOを含めた公正
な競争が確保されるよう、環境整備に取り組みます。
　我が国の基幹的な通信インフラである固定電話網につい
ても、公正な競争環境や利用者利便を確保しつつ、IP網
への円滑な移行のための取組を一層進めていきます。
　また、ICT基盤の中核として幅広い分野への展開が期待
される電波の有効利用を一層推進します。
〈サイバーセキュリティの強化、ICTの安心・安全の確保〉

　本格的なIoT時代を迎える中、IoT機器を狙ったサイバー攻
撃が急増しており、サイバーセキュリティの強化は急務となって
います。総務省では、サイバーセキュリティ政策の推進体制を
強化するとともに、「IoTセキュリティ総合対策」を着実に推進し、
インターネット障害への対策やセキュリティ人材の育成を一層
強化します。あわせて、違法・有害情報への対応、安心・安
全に電波を利用できる環境の確保に引き続き取り組みます。
〈生産性向上につながるIoT・ビッグデータ・AI・シェアリ

ングエコノミー等の活用推進〉

　IoT、ビッグデータ、AI、シェアリングエコノミー等の新
たなICTの利活用は、新たなビジネスモデルや生産性向上
をもたらし、地域の課題解決や持続可能な経済成長のカギ
となるものです。このため、「地域IoT実装推進ロードマップ」
の着実な実現に向けて、新たなIoTサービスの創出や地域
への実装を総合的に支援していきます。
　AI（人工知能）については、社会実装と研究開発を両輪
で進めます。多様な分野でAIの基盤技術の実装を促進さ
せ、次世代AI技術の研究開発を加速させます。また、AI
ネットワーク化の健全な発展を実現するため、G7、G20、
OECD等の国際的な議論にも積極的に貢献します。
　ブロックチェーン技術や情報信託機能など、データの利活
用を促す新たな技術や仕組みの導入を積極的に進めます。
　結びに、皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。
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